
年間授業計画　新様式

東京都立世田谷泉 高等学校 　令和７年度  教科： 科目：
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象年次・講座： 年次 ① ② ③ ④

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1～4

理科 科学と人間生活
理科 科学と人間生活 2

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象に関する知識および、それらを科学的に探究するために必要な観察、実験の技能を身に付けさせる。

①③⑦戸田寛之②⑥関谷祥子 ④⑩島田真衣 ⑤⑧⑨北山凌

科学と人間生活［数研出版　科人704］

理科

自然の事物・現象について、理科の見方・考え方を働かせながら観察、実験などを行い、科学的な思考力、判断力、表現力等を育成する。

自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

科学と人間生活

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　自然と人間生活との関わり及び科学技術と人間生活
との関わりについての理解を深め，科学的に探究する
ために必要な観察，実験などに関する技能を身に付け
るようにする。

　自然の事物・現象を人間生活と関連付けて，問題
を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行
い，得られた結果を分析して解釈し，表現するな
ど，科学的に探究する力を養う。

　自然の原理・法則や科学技術の発展と人間生活と
のかかわりについて観察，実験などを通して学ぶ中
で，科学的な見方や考え方を養うとともに，社会が
発展するための基盤となる科学に対する興味・関心
を高める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

19

配当
時数

前
期

第１編第２章　衣料と食品
【知識及び技能】
　身近な衣料材料の性質や用途，食品中
の主な成分の性質について，日常生活と
関連付けて理解するとともに，それらの
観察，実験などに関する技能を身に付け
る。
　
【思考力，判断力，表現力等】
　衣料と食品について，問題を見いだし
見通しをもって観察，実験などを行い，
人間生活と関連付けて，科学的に考察し
表現する。

【学びに向かう力，人間性等】
　衣料と食品に関する事物・現象に進ん
で関わり，科学的に探究しようとする態
度を養うとともに，科学に対する興味・
関心を高める。

【指導項目】
①衣料と繊維
②天然繊維
③化学繊維（1）
④化学繊維（2）
・繊維が衣料の材料として用いられる
素材であることを理解させる。
・原料や成りたちによって分けられる
繊維の分類について理解させる。
⑤食品と栄養素
・私たちが食品から取りこむ栄養素の
種類について理解させる。
⑥炭水化物
⑦タンパク質
⑧脂質とその他の栄養素
・デンプン・タンパク質・油脂につい
て，消化と吸収のしくみを理解させ
る。
・炭水化物には単糖・二糖・多糖があ
ることを理解させる。
・無機質とビタミンについて理解させ
る。

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・技能】
・繊維の分類について理解する。
・植物繊維、動物繊維、合成繊維の種類と特徴に
ついて理解する。
・再生繊維・半合成繊維の製法や種類，特徴につ
いて理解する。
・優れた性能をもつ繊維の例について理解する。
・栄養素の種類について理解する。
・デンプン・タンパク質・油脂について，消化と
吸収のしくみを理解する。
・炭水化物の種類について理解する。
・タンパク質がアミノ酸から構成されること、性
質と検出反応について理解する。
・油脂の構造や消化される様子について理解す
る。
・無機質とビタミンについて理解する。

【思考・判断・表現】
・植物繊維、動物繊維、合成繊維の用途につい
て，その特徴と関連付けて説明できる。
・再生繊維・半合成繊維の用途について，その特
徴と関連付けて説明できる。
・栄養素の消化と吸収について，それぞれに作用
する消化酵素をあげて説明できる。
・タンパク質を検出する反応について，その方法
と反応のようすについて説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　衣料と食品について学習した内容を，日常生活
に身近な衣料や食品と結びつけ，意欲的に理解し
ようとしている。

○ ○ ○ 20

第２編第２章　微生物とその利用
【知識及び技能】
　微生物のはたらきについて，人間生活
と関連付けて理解するとともに，それら
の観察，実験などに関する技能を身に付
ける。
　
【思考力，判断力，表現力等】
　微生物とその利用について，問題を見
いだし見通しをもって観察，実験などを
行い，人間生活と関連付けて，科学的に
考察し表現する。

【学びに向かう力，人間性等】
　微生物とその利用に関する事物・現象
に進んで関わり，科学的に探究しようと
する態度を養うとともに，科学に対する
興味・関心を高める。

【指導項目】
①身のまわりの微生物
②微生物とその発見の歴史
・微生物には特徴の異なるさまざまな
生物が含まれることを理解させる。
・目に見えない微生物の存在を認識す
るに至った科学史を理解させる。
③発酵食品への微生物の利用
④乳酸発酵とアルコール発酵
⑤医薬品への微生物の利用
・乳酸発酵とアルコール発酵が起こる
際の反応を理解させるとともに，それ
ぞれを利用してつくられる発酵食品に
ついて学習させる。
・ワクチンや抗生物質などがどのよう
な物質であるのかを理解させるととも
に，それらの医薬品の生産に微生物が
利用されていることを理解させる。
⑥生態系における微生物
⑦環境の浄化と微生物
・微生物による分解によって自然浄化
が行われていることや，微生物の分解
能力を利用した浄化が試されているこ
とを学習させる。

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・技能】
・微生物の生息場所や種類について理解する。
・微生物に関わる一連の科学史を理解する。
・発酵および発酵食品について理解する。
・乳酸発酵およびアルコール発酵について理解す
る。
・ワクチンや抗生物質などの医薬品の製造に微生
物が関わっていることを理解する。
・炭素循環と窒素循環に微生物が関わっているこ
とを理解する。
・汚水や環境の浄化に微生物が利用されているこ
とを理解する。

【思考・判断・表現】
・微生物を培養する実験から，微生物が生息する
場所について考察できる。
・微生物の科学史についての学習を通して，目に
見えない微生物を調べる方法について考察でき
る。
・発酵食品と微生物との関わりについて考察でき
る。
・アルコール発酵の反応について説明できる。
・生態系における微生物の役割を説明できる。
・下水処理のしくみについて説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　微生物が人間生活のさまざまな場面に役立って
いることを意欲的に理解しようとしている。

○ ○ ○

第３編第１章　光の性質とその利用
【知識及び技能】
　光の性質やその利用について，日常生
活と関連付けて理解するとともに，それ

【指導項目】
①光の色
・白色光はあらゆる色の光が混ざった
ものであることを理解させる。

【知識・技能】
・白色光はあらゆる色の光が混ざったものである
ことを理解する。
・光の色と波長の関係、直進性と反射について理



後
期

活と関連付けて理解するとともに，それ
らの観察，実験などに関する技能を身に
付ける。
　
【思考力，判断力，表現力等】
　光の性質やその利用について，問題を
見いだし見通しをもって観察，実験など
を行い，人間生活と関連付けて，科学的
に考察し表現する。

【学びに向かう力，人間性等】
　光の性質やその利用に関する事物・現
象に進んで関わり，科学的に探究しよう
とする態度を養うとともに，科学に対す
る興味・関心を高める。

ものであることを理解させる。
・光の色と波長の関係を理解させる。
②光の直進と反射
③光の屈折と全反射
・基本的な光の進み方（光の直進性，
光の速さ）について理解させる。
・反射した光の進み方、自然光と偏光
の違いについて理解させる。
④光の分散と散乱
⑤光の回折と干渉
・光の分散や散乱がどのような現象か
理解させる。
・波の回折・干渉とはどのような現象
か理解させるとともに，光も回折・干
渉することを理解させる。
⑥電磁波
⑦電磁波の利用
・電磁波は波であり，反射・屈折・回
折・干渉などの性質を示すことを理解
させる。
・電波，赤外線，紫外線，X線やγ線
といった電磁波は，それぞれどのよう
に利用されているか学習させる。

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

・光の色と波長の関係、直進性と反射について理
解する。
・偏光と自然光について理解する。
・光の屈折と全反射、光の分散、光のスペクトル
について理解する。
・光の散乱、光の回折、光の干渉について理解す
る。
・電磁波の分類と利用について理解する。

【思考・判断・表現】
・光の屈折について学習したことから，お椀の底
にコインを置いて水を注ぐことでコインの見え方
が変わる理由を説明できる。
・屈折率について学習したことを利用して，ガラ
スの屈折率を測定することができる。
・光の散乱について学習したことから，昼間の空
が青く，夕焼けが赤く見える理由を説明できる。
・光の干渉について学習したことから，しゃぼん
玉が虹色に見える理由を説明できる。
・電磁波の性質について学習したことから，山か
げで受信しやすいのは，AM放送とFM放送のどちら
か考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　光の性質とその利用についての学習内容を，日
常生活や身近な現象に結びつけ，意欲的に理解し
ようとしている。

○

第４編第２章　自然景観と自然災害
【知識及び技能】
　自然景観と自然災害について，日常生
活と関連付けて理解するとともに，それ
らの観察，実験などに関する技能を身に
付ける。
　
【思考力，判断力，表現力等】
　自然景観と自然災害について，問題を
見いだし見通しをもって観察，実験など
を行い，人間生活と関連付けて，科学的
に考察し表現する。

【学びに向かう力，人間性等】
　自然景観と自然災害に関する事物・現
象に進んで関わり，科学的に探究しよう
とする態度を養うとともに，科学に対す
る興味・関心を高める。

【指導項目】
①日本列島とプレート
・地球の内部構造について理解し，地
球表層を動くプレートによって，地形
の起伏がつくられていることを理解さ
せる。
・日本周辺のプレート分布について理
解させる。
②地震のしくみと地震活動
③地震による災害
・地震発生のしくみ、マグニチュード
と震度の違いを理解させる。
・地震によって発生する災害やその危
険性について理解させる。
④マグマがつくる火山と景観
⑤火山がもたらす恵みと災害
・マグマの性質と溶岩の噴出量によっ
て，火山の大きさや形が変化すること
を理解させる。
・火山は災害を引き起こすだけではな
く，温泉や鉱物資源など私たちの生活
に恵みをもたらしていることを理解さ
せる。
・火山活動によって引き起こされる災
害について理解させる。
⑥水のはたらきと自然景観
⑦土砂災害と洪水
・風化，侵食，運搬の3作用を理解さ
せる。それらの作用によって，山地，
河川ぞい，平野ではそれぞれ特徴的な
地形が形成されることを理解させる。
・土砂災害を引き起こす現象の種類と
危険性の高い地形との関係について理
解させる。

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・技能】
・地球の内部構造について理解している。
・地震発生のしくみ、地震によって発生する災害
について理解する。
・マグマの性質や溶岩の噴出量と，火山の形の関
係について理解する。
・火山がもたらす恵みと，火山活動による災害に
ついて理解する。
・風化と流れる水のはたらきによって，山が低く
なることを理解する。
・侵食，運搬，堆積のはたらきと，形成される地
形について理解する。
・平野の地形と，土砂災害の関係について理解す
る。

【思考・判断・表現】
・日本列島のプレート分布と，地震の発生につい
て関連づけて説明できる。
・マグニチュードと震度の違いを説明できる。
・過去の地震災害の情報や，地形や地層の特徴か
ら，今後の地震災害の危険性について考察でき
る。
・火山噴出物の観察を通して，そのでき方を説明
できる。
・火山のハザードマップを読み取り，周辺地域の
災害の危険性について考察できる。
・地形の成因と，土砂災害との関係について理解
し，今後の災害の危険性について考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・日本列島周辺のプレート分布と，地震や火山の
活動について関連付けて意欲的に理解しようとし
ている。
・地震災害，火山災害，土砂災害のしくみを理解
し，地形と災害の危険性について積極的に考察し
ようとしている。

○ ○

合計

78

○ 20

○ 19

○



年間授業計画　新様式

東京都立世田谷泉 高等学校 　令和７年度  教科： 科目：
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象年次・講座： 年次 ①～⑦

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2

１～４

自然の事物・現象について、理科の見方・考え方を働かせながら観察、実験などを行い、科学的な思考力、判断力、表現力等を育成する。

自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

新編　生物基礎　［東京書籍　生基702］

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象に関する知識および、それらを科学的に探究するために必要な観察、実験の技能を身に付けさせる。

①⑥関谷　祥子④⑧⑨島田　真衣②③星野　歩 ⑤⑦高橋　慎博

　日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物
現象についての観察，実験などを行うことを通して，
生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を
理解するとともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本的な技能が身に付いてい
る。

　生物や生物現象を対象に，探究の過程を通して，
問題を見いだすための観察，情報の収集，仮説の設
定，実験の計画，実験による検証，調査，データの
分析・解釈，推論などの探究の方法が習得できてい
る。また，報告書を作成したり発表したりして，科
学的に探究する力が育まれている。

　生物や生物現象に対して主体的に関わり，それら
に対する気付きから課題を設定し解決しようとする
態度など，科学的に探究しようとする態度が養われ
ている。その際，生命を尊重し，自然環境の保全に
寄与する態度が養われている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【指導項目】
・生命活動にエネルギーが必要である
ことを理解する。
・ATPが呼吸や光合成など生体内で，
エネルギーの受け渡しに必ず関係して
いることを理解する。
・生物が，同化によってエネルギーを
蓄え，異化によってエネルギーを取り
出していることを理解する。
・同化や異化の代謝の過程で，生じる
エネルギーの受け渡しにATPが利用さ
れていることを理解する。
・呼吸におけるグルコースの分解反応
について理解する。
・光合成は，ATPの合成から始まるこ
とを理解する。
・真核細胞内では，光合成は葉緑体で
行われ，原核細胞では細胞質基質で行
われることを理解する。

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・技能】
生物の特徴について，生物とエネルギーの基本的
な概念や原理・法則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験な
どに関する基本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。
【思考・判断・表現】
生物とエネルギーについて，問題を見いだし見通
しをもって観察，実験などを行い，科学的に考察
し表現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生物とエネルギーに関する事物・現象に進んでか
かわり，見通しをもったり振り返ったりするな
ど，科学的に探究しようとしている。 〇 〇 〇 10

配当
時数

前
期

１編１章　生物の多様性と共通性
【知識及び技能】
　生物の特徴について，生物の共通性と
多様性のことを理解するとともに，それ
らの観察，実験などに関する技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物の特徴について，観察，実験など
を通して探究し，生物の共通性と多様性
を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物の共通性と多様性に関する事物・
現象に主体的にかかわり，科学的に探究
しようとする態度と，生命を尊重し，自
然環境の保全に寄与する態度を養う。

【指導項目】
・地球上で生活する生物の多様性は，
進化の結果生じたものであることを理
解する。
・共通祖先から由来した生物は共通の
特徴をもつことを理解する。
・顕微鏡を用いた微生物や動物，植物
などの観察結果を比較し，生物のもつ
共通性について考察する。また，それ
らの生物のDNAを抽出し，生物がDNAを
もつという共通性があることについて
考察する。
・真核細胞と原核細胞の構造を学習
し，細胞の共通性と違いについて理解
する。
・細胞，組織，器官の関係性を理解す
る。

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・技能】
生物の特徴について，生物の共通性と多様性の基
本的な概念や原理・法則などを理解しているとと
もに，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本操作や記録などの基本的な技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
生物の共通性と多様性について，問題を見いだし
見通しをもって観察，実験などを行い，科学的に
考察し表現しているなど，科学的に探究してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
生物の共通性と多様性に関する事物・現象に進ん
でかかわり，見通しをもったり振り返ったりする
など，科学的に探究しようとしている。

〇 〇 〇 10

１編２章　生物とエネルギー
【知識及び技能】
　生物の特徴について，生物とエネル
ギーのことを理解するとともに，それら
の観察，実験などに関する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物の特徴について，観察，実験など
を通して探究し，生物とエネルギーを見
いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物とエネルギーに関する事物・現象
に主体的にかかわり，科学的に探究しよ
うとする態度と，生命を尊重し，自然環
境の保全に寄与する態度を養う。

２編１章　遺伝情報とDNA
【知識及び技能】
　遺伝子とそのはたらきについて，遺伝
情報とDNAのことを理解するとともに，そ
れらの観察，実験などに関する技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　遺伝子とそのはたらきについて，観

【指導項目】
・親の形質が子に引き継がれることを
遺伝といい，遺伝は遺伝情報である
DNAによって担われていることを理解
する。
・遺伝情報にはさまざまな形質に対応
する情報が含まれ，父母の双方からの
形質が別々に伝わることで，同じ生物

【知識・技能】
遺伝子とそのはたらきについて，遺伝情報とDNAの
基本的な概念や原理・法則などを理解していると
ともに，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する基本操作や記録などの基本的な技
能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
遺伝情報とDNAについて，問題を見いだし見通しを
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２編２章　遺伝情報とタンパク質
【知識及び技能】
　遺伝子とそのはたらきについて，遺伝
情報とタンパク質の合成のことを理解す
るとともに，それらの観察，実験などに
関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　遺伝子とそのはたらきについて，観
察，実験などを通して探究し，遺伝情報
とタンパク質の合成との関係を見いだし
て表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　遺伝情報とタンパク質合成に関する事
物・現象に主体的にかかわり，科学的に
探究しようとする態度と，生命を尊重
し，自然環境の保全に寄与する態度を養
う。

【指導項目】
・タンパク質はアミノ酸がつながった
分子であることを理解する。
・アミノ酸の種類と並び方によって，
多様なタンパク質が生じることを理解
する。
・DNAの遺伝情報は，まずmRNAに転写
された後，アミノ酸に翻訳されること
で発現するという流れ（セントラルド
グマ）を理解する。
・転写と翻訳の過程について理解す
る。
・1個の細胞がさまざまに分化して個
体をつくっていることを理解する。
・細胞ごとに異なる遺伝子が発現する
ことで，多種の細胞に分化することを
理解する。
【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・技能】
遺伝子とそのはたらきについて，遺伝情報とタン
パク質の合成の基本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに，科学的に探究するために
必要な観察，実験などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
遺伝情報とタンパク質の合成について，問題を見
いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科
学的に考察し表現しているなど，科学的に探究し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
遺伝情報とタンパク質の合成に関する事物・現象
に進んでかかわり，見通しをもったり振り返った
りするなど，科学的に探究しようとしている。

〇 〇 〇 8

　遺伝子とそのはたらきについて，観
察，実験などを通して探究し，遺伝情報
を担う物質としてのDNAを見いだして表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
　遺伝子とそのはたらきに関する事物・
現象に主体的にかかわり，科学的に探究
しようとする態度と，生命を尊重し，自
然環境の保全に寄与する態度を養う。

形質が別々に伝わることで，同じ生物
の間でもわずかな形質の違いが生じる
ことを理解する。
・生命の維持に必要な1組のDNAをゲノ
ムといい，真核生物の細胞には両親に
由来する2組のゲノムが含まれること
を理解する。
・相同染色体とは何かを理解する。
・結合する塩基に相補性があることを
理解する。
・塩基配列の違いによって，生物ごと
に遺伝情報が異なることを理解する。
・塩基の相補性によりDNAが正確に複
製されることを理解する。
・DNAの複製は正確に行われることを
理解する。
・細胞周期の概要を理解する。

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

遺伝情報とDNAについて，問題を見いだし見通しを
もって観察，実験などを行い，科学的に考察し表
現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
遺伝情報とDNAに関する事物・現象に進んでかかわ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科
学的に探究しようとしている。

〇 〇 〇

後
期

３編１章　ヒトの体を調節するしくみ
【知識及び技能】
　神経系と内分泌系による調節につい
て，情報の伝達のことを理解するととも
に，それらの観察，実験などに関する技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　神経系と内分泌系による調節につい
て，観察，実験などを通して探究し，体
内での情報の伝達が体の調節に関係して
いることを見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　情報の伝達に関する事物・現象に主体
的にかかわり，科学的に探究しようとす
る態度と，生命を尊重し，自然環境の保
全に寄与する態度を養う。

【指導項目】
・体内環境と体液の関係について理解
する。
・ヒトの体内環境を一定に保とうとす
る調節のしくみを理解する。
・神経系の構成を知る。
・体内環境の維持と自律神経系による
調節を関連付けて理解する。
・脳の構造とおもなはたらきについて
知る。
・内分泌腺と分泌されるホルモン，そ
の作用について知り，ホルモンが受容
されるしくみを理解する。
・ホルモンの分泌量がフィードバック
によって調節されていることを理解す
る。
・血糖濃度の調節にかかわるホルモン
の種類と，それぞれのはたらきについ
て理解する。

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・技能】
神経系と内分泌系による調節にについて，情報の
伝達の基本的な概念や原理・法則などを理解して
いるとともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
情報の伝達について，問題を見いだし見通しを
もって観察，実験などを行い，科学的に考察し表
現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報の伝達に関する事物・現象に進んでかかわ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科
学的に探究しようとしている。 〇 〇

４編１章　植生と遷移
【知識及び技能】

【指導項目】
・環境要因と環境形成作用の関係につ

【知識・技能】
植生と遷移について，植生と遷移の基本的な概念

〇 10

３編２章　免疫のはたらき
【知識及び技能】
　免疫について，免疫のはたらきのこと
を理解するとともに，それらの観察，実
験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　免疫について，観察，実験などを通し
て探究し，異物を排除する防御機構が備
わっていることを見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　免疫のはたらきに関する事物・現象に
主体的にかかわり，科学的に探究しよう
とする態度と，生命を尊重し，自然環境
の保全に寄与する態度を養う。

【指導項目】
・ヒトは免疫によって病原体などの異
物から体を防御していることを理解す
る。
・自然免疫について分類や特性を理解
する。
・適応免疫を支えるリンパ球の種類と
役割を理解する。
・体内環境の維持の観点から血液凝固
について理解する。
・免疫記憶と二次応答について理解す
る。
・予防接種のしくみを理解する。
・アレルギーの定義や症状について理
解する。
・1型糖尿病などの自己免疫疾患につ
いて理解する。
・AIDSを例に免疫機能の低下による疾
患について理解する。

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・技能】
免疫について，免疫のはたらきの基本的な概念や
原理・法則などを理解しているとともに，科学的
に探究するために必要な観察，実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
免疫のはたらきについて，問題を見いだし見通し
をもって観察，実験などを行い，科学的に考察し
表現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
免疫のはたらきに関する事物・現象に進んで関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科
学的に探究しようとしている。 〇 〇 〇 10



【知識及び技能】
　植生と遷移について，植生と遷移のこ
とを理解するとともに，それらの観察，
実験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　植生と遷移について，観察，実験など
を通して探究し，遷移の要因を見いだし
て表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　植生と遷移に関する事物・現象に主体
的にかかわり，科学的に探究しようとす
る態度と，生命を尊重し，自然環境の保
全に寄与する態度を養う。

・環境要因と環境形成作用の関係につ
いて理解する。
・森林の階層構造と光環境の関係につ
いて理解する。
・環境要因としての土壌の構造や成り
立ちについて理解する。
・植生の遷移に関する資料に基づい
て，遷移の原因を見いだして理解す
る。
・極相林でも起きる植生の変化につい
て，ギャップに着目して理解する。
・環境に適応した植生が成立し，植生
を構成する植物と生態系によってバイ
オームが形成されることを理解する。
・日本のバイオームについて，遷移と
関連付けて理解する。

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

植生と遷移について，植生と遷移の基本的な概念
や原理・法則などを理解しているとともに，科学
的に探究するために必要な観察，実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な技能を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
植生と遷移について，問題を見いだし見通しを
もって観察，実験などを行い，科学的に考察し表
現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
植生と遷移に関する事物・現象に進んでかかわ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科
学的に探究しようとしている。

〇

合計

78

〇 〇 10

４編２章　生態系と生物の多様性
【知識及び技能】
　生態系とその保全について，生態系と
生物の多様性，ならびに生態系のバラン
スと保全のことを理解するとともに，そ
れらの観察，実験などに関する技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　生態系とその保全について，観察，実
験などを通して探究し，生態系における
生物の種多様性を見いだすととともに，
生態系のバランスと保全について表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　生態系とその保全について，観察，実
験などを通して探究し，生態系における
生物の種多様性を見いだすととともに，
生態系のバランスと保全について表現す
る。

【指導項目】
・食物網について理解する。
・バイオームと種多様性の関係につい
て理解する。
・キーストーン種について理解する。
・絶滅について理解する。
・人為的攪乱について，生物の多様性
との関係を理解する。
・台風や大雨などの自然攪乱について
理解する。
・生態系の復元力（レジリエンス）に
ついて，生態系のバランスとの関係を
理解する。
・生物多様性の保全にはそれぞれの立
場からの努力や協力が必要であること
を理解する。
・人間の活動が生態系に与える影響に
ついて理解する。

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・技能】
生態系とその保全について，生態系と生物の多様
性，ならびに生態系のバランスと保全の基本的な
概念や原理・法則などを理解しているとともに，
科学的に探究するために必要な観察，実験などに
関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
生態系と生物の多様性，ならびに生態系のバラン
スと保全について，問題を見いだし見通しをもっ
て観察，実験などを行い，科学的に考察し表現し
ているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生態系と生物の多様性，ならびに生態系のバラン
スと保全に関する事物・現象に進んでかかわり，
見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的
に探究しようとしている。

〇 〇 〇 10



年間授業計画　新様式

東京都立世田谷泉 高等学校 　令和７年度  教科： 科目：
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象年次・講座： 年次 ① ② ③ 

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２～４

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象に関する知識および、それらを科学的に探究するために必要な観察、実験の技能を身に付けさせる。

①戸田　寛之 ②北山　凌 ③北山　凌

新編　化学基礎　（数研出版）

理科

自然の事物・現象について、理科の見方・考え方を働かせながら観察、実験などを行い、科学的な思考力、判断力、表現力等を育成する。

自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

物質とその変化について理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する基本的
な技能を身に付けるようにする。

物質とその変化について、理科の見方・考え方を働
かせながら観察、実験などを行い、科学的な思考
力、判断力、表現力等を育成する。

物質とその変化について進んで関わり、科学的に探
究しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

12

配当
時数

前
期

【第１編第１章】物質の構成

【知識及び技能】
　物質の構成やその成分及び熱運動につ
いて理解し、それらを調べる実験の技能
を習得する。
【思考力、判断力、表現力】
物質の構成やその成分及び熱運動につい
て観察、実験などを通して探究し、判断
し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
物質の構成やその成分及び熱運動につい
て主体的にかかわり、課題を解決しよう
とする態度を養う。

混合物と純物質

物質とその成分

物質の三態と熱運動

【知識・技能】
　物質の構成やその成分および熱運動について理
解している。
【思考・判断・表現】
　物質の構成やその成分および熱運動について観
察、実験などを通して探究し、判断し、表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物質の構成やその成分および熱運動について主
体的にかかわり、課題を解決しようとしている。

〇 〇 〇 10

【第１編第２章】物質の構成粒子

【知識及び技能】
　物質を構成する粒子の構造について理
解し、それらを調べる実験の技能を習得
する。
【思考力、判断力、表現力】
　物質を構成する粒子の構造について観
察、実験などを通して探究し、物質の構
成粒子と性質の関係を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質を構成する粒子の構造に主体的に
かかわり、課題を解決しようとする態度
を養う。

〇

原子とその構造

イオン

元素の周期表

【知識・技能】
　物質を構成する粒子の構造について理解し、そ
れらを調べる実験の技能を習得している。
【思考・判断・表現】
　物質の構成粒子について観察、実験などを通し
て探究し、物質の構成粒子と性質の関係を表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物質を構成する粒子の構造に主体的にかかわ
り、課題を解決しようとしている。

〇 〇 〇

14

14

後
期

【第２編第１章】物質量と化学反応式

【知識及び技能】
　物質の質量と、物質を構成する粒子の
質量や数との関係や、気体の体積との関
係を理解する。
【思考力、判断力、表現力】
　物質の質量と、物質を構成する粒子の
質量や数との関係や、気体の体積との関
係を観察・実験を通して探究し、表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質の質量と、物質を構成する粒子の
質量や数との関係や、気体の体積との関
係を理解しようとする態度を養う。

原子量・分子量・式量

物質量

溶液の濃度

化学反応式と物質量

【知識・技能】
　物質の質量と、物質を構成する粒子の質量や数
との関係や、気体の体積との関係を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　物質の質量と、物質を構成する粒子の質量や数
との関係や、気体の体積との関係を観察・実験を
通して探究し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物質の質量と、物質を構成する粒子の質量や数
との関係や、気体の体積との関係を理解しようと
している。

〇 〇 〇 14

【第２編第２章】酸と塩基の反応

【知識及び技能】
　酸・塩基の定義や、pHの表し方、中和
反応やその量的関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力】
　酸・塩基の定義や、pHの表し方、中和
反応やその量的関係を、観察・実験を通
して考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　酸・塩基の定義や、pHの表し方、中和
反応やその量的関係を理解しようとして
いる。

【第１編第３章】粒子の結合

【知識及び技能】
　粒子の結合について理解し、それらを
調べる実験の技能を習得する。
【思考力、判断力、表現力】
　粒子の結合について観察、実験などを
通して探究し、化学結合と物質の性質の
関係を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　粒子の結合に主体的にかかわり、課題
を解決しようとする態度を養う。

イオン結合とイオンからなる物質

分子と共有結合

共有結合の結晶

金属結合と金属

【知識・技能】
　粒子の結合について理解し、それらを調べる実
験の技能を習得している。
【思考・判断・表現】
　粒子の結合について観察、実験などを通して探
究し、化学結合と物質の性質の関係を表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　粒子の結合に主体的にかかわり、課題を解決し
ようとしている。

〇 〇

酸・塩基

水の電離と水溶液のpH

中和反応と塩

中和滴定

【知識・技能】
　酸・塩基の定義や、pHの表し方、中和反応やそ
の量的関係を理解している。
【思考・判断・表現】
　酸・塩基の定義や、pHの表し方、中和反応やそ
の量的関係を、観察・実験を通して考察し、表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　酸・塩基の定義や、pHの表し方、中和反応やそ
の量的関係を理解しようとしている。

〇 〇 〇

【第２編第３章】酸化還元反応

【知識及び技能】

酸化と還元

酸化剤と還元剤

【知識・技能】
　酸化還元反応の定義や、酸化剤・還元剤および
酸化還元反応の利用について理解している。
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合計

78

【知識及び技能】
　酸化還元反応の定義や、酸化剤・還元
剤および酸化還元反応の利用について理
解する。
【思考力、判断力、表現力】
　酸化還元反応の定義や、酸化剤・還元
剤および酸化還元反応の利用について、
観察・実験を通して理解し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　酸化還元反応の定義や、酸化剤・還元
剤および酸化還元反応の利用を理解しよ
うとする態度を養う。

酸化剤と還元剤

金属の酸化還元反応

酸化還元反応の利用

酸化還元反応の利用について理解している。
【思考・判断・表現】
　酸化還元反応の定義や、酸化剤・還元剤および
酸化還元反応の利用について、観察・実験を通し
て理解し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
酸化還元反応の定義や、酸化剤・還元剤および酸
化還元反応の利用を理解しようとしている。

〇 〇 〇



年間授業計画　新様式

東京都立世田谷泉 高等学校 　令和７年度  教科： 科目：
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象年次・講座： 年次 ① ② ③ ④

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

2,3,4

理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察・実験に関する技能を身に着ける。

①戸田　寛之 ②北山　凌 ③ ④

新編　物理基礎（数研出版）

理科

観察・実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら、物体の運動と
様々なエネルギーについて理解するとともに、科学的
に探究するために必要な観察、実験などに関する基本
的な技術を身に着けようとする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養
う。

物体の運動と様々なエネルギーに主体的にかかわ
り、科学的に探究しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

15

配当
時数

前
期

第１編　第１章　運動の表し方
【知識・技能】
・物体の速さの式や加速度の定義、正負
を理解している。
・平均の速度や加速度の求め方を理解す
る。
【思考・判断・表現】
・等速直線運動や等加速度直線運動する
物体の運動のようすについて説明でき
る。
・動く観測者から見た場合の，観測者と
同一直線上を動く物体の運動のようすを
説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・日常の運動から，速さ，時間，進む距
離についての関係に興味をもち，速さと
速度の違いや、加速度、相対速度の意味
や使い方を理解しようとしている。
・重力加速度の大きさを測定する実験に
主体的に取り組んでいる。

基本的な計算を通して、単位や式の扱
い方を身に着ける。落下運動の実験を
通じて、測定方法やデータの処理の仕
方、有効数字の取り扱いを身に着けさ
せる。

【知識・技能】物体の運動を日常生活や社会と関
連付けながら，運動の表し方を理解しているとと
もに，それらの観察，実験などに関する技能を身
に付けている。
【思考・判断・表現】
物体の運動について，観察，実験などを通して探
求し，運動の表し方における規則性や関係性を見
出し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
物体の運動に主体的に関わり，見通しを持って振
り返るなど，科学的に探求しようとしている。

〇 〇 〇 10

第１編　第２章　運動の法則
【知識・技能】
・重力，垂直抗力，摩擦力，糸が引く
力，弾性力について，理解している。
・さまざまな運動をしている物体につい
て，運動方程式を立てて考えることがで
きる。
【思考・判断・表現】
・慣性の法則，運動方程式が理解でき，
問題解決にあたって式の運用が正しくで
きる。
・運動方程式を用いて，物体の運動を考
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・物体の運動状態は，受ける力とどのよ
うな関係にあるかについて興味・関心を
もち，理解しようとしている。

〇

力の概念を習得し、力を取り扱う上で
の基本事項を身に着けさせる。慣性は
見かけの上の力であることを理解させ
るとともに、扱い方を整理させる。ま
た、力と加速度の関係を式を使って、
表せるようにする。

【知識・技能】
物体の運動と力の関係を日常生活や社会と関連付
けながら，運動方程式を理解しているとともに，
それらの観察，実験などに関する技能を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
物体の運動と力の関係について，観察，実験など
を通して探求し，物体の運動における規則性や関
係性を見出し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
物体の運動と力の関係に主体的に関わり，見通し
を持って振り返るなど，科学的に探求しようとし
ている。

〇 〇 〇

15

第２編　熱
第１章　熱とエネルギー
１　熱と物質の状態　２　熱と仕事
【知識・技能】
・温度，熱運動，熱量，比熱，熱容量な
どが正しく理解されている。
【思考・判断・表現】
・比熱の大きさから，物質の温まりやす

熱の基本的概念を、物質の熱運動と関
連付け理解する。また、物質の熱運動
に関連付けて、熱の持つ特性を考察す
る力を養う。熱エネルギーと仕事の関
係を理解させる。

【知識・技能】
熱や仕事を日常生活や社会と関連付けながら，運
動方程式を理解しているとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
熱や仕事について，観察，実験などを通して探求
し，物体の運動における規則性や関係性を見出
し，表現している。 〇 〇 〇 10

第１編　第３章　仕事とエネルギー
【知識・技能】
・仕事，仕事率を計算して求めることが
できる。
・物体に対して力がはたらいていても，
仕事が0のときもあり，それがどのような
ときであるかを理解している。
【思考・判断・表現】
・運動エネルギーや位置エネルギーがど
のようなものかを理解し，説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・運動している物体は，どのようなエネ
ルギーをもっているかについて興味をも
ち，考えようとしている。
・運動エネルギーと位置エネルギーの関
係について興味を持ち、考えようとして
いる。

仕事の概念をしっかりと理解させ、数
値として処理する能力を養う。仕事率
の意味を理解し、日常生活での道具を
使った仕事等に関連付け考察する力を
養う。エネルギーの概念を仕事と関連
付けて理解させる。各エネルギーの関
連について考察し、エネルギーの変換
と保存について理解させる。

【知識・技能】
物体の運動と力の関係を日常生活や社会と関連付
けながら，運動方程式を理解しているとともに，
それらの観察，実験などに関する技能を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
物体の運動と力の関係について，観察，実験など
を通して探求し，物体の運動における規則性や関
係性を見出し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
物体の運動と力の関係に主体的に関わり，見通し
を持って振り返るなど，科学的に探求しようとし
ている。

〇 〇
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後
期

・比熱の大きさから，物質の温まりやす
さを類推できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ものの温まりやすさなど，熱にかかわ
る現象について興味関心をもち，理解し
ようとしている。

し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
熱や仕事に主体的に関わり，見通しを持って振り
返るなど，科学的に探求しようとしている。

第３編　波
第１章　波の性質
１　波と媒質の運動　２　重ね合わせの
原理
第２章
１　音の性質　２　発音体の振動と共
振・共鳴
【知識・技能】
・波の発生原理や基本事項を理解してい
る。
・日常生活での体験を通して，音の波と
しての性質を理解している。
・うなりについて，音の干渉の知識を用
いて定量的に扱うことができる。
【思考・判断・表現】
・波の基本事項について説明できる。
・音の特徴づける3つの要素について説明
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・波や音に関する身近な問いかけについ
て，自分の考えを述べることができる。
・身近な波動現象や音の現象に興味をも
ち，基本事項について理解しようとして
いる。

演示実験と作図を多く取り入れ、理解
の定着を図る。単振動の知識に関連付
けて波の伝わり方について理解する。
重ね合わせの原理の知識の定着を図
る。また、その知識に関連付けて定常
波、反射波、合成波を理解し、正しく
作図をし、波を表現する力を養う。演
示実験、生徒実験を取り入れ、楽器や
スピーカーなど身近な道具や音波現象
に関連付けて理解させる。

【知識・技能】
波動現象を日常生活や社会と関連付けながら，運
動方程式を理解しているとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
波動現象について，観察，実験などを通して探求
し，物体の運動における規則性や関係性を見出
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
波動現象に主体的に関わり，見通しを持って振り
返るなど，科学的に探求しようとしている。

〇 〇 〇

15

合計

78

第４編　電気
第１章　物質と電気抵抗　第２章　磁場
と交流
第５編　物理学と社会　第１章　エネル
ギーの利用
【知識・技能】
・電流と電圧の基礎について理解してい
る。
・オームの法則，抵抗の接続，抵抗率の
基礎について理解している。
【思考・判断・表現】
・電気回路における，接続ごとの電流，
電圧の大きさについて適切に理解してお
り，説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・電気回路の抵抗の接続のしかたを変え
たとき，抵抗に加わる電圧と流れる電流
の値がどのようなるかについて，主体的
に考えることができる。

生徒実験を通して、オームの法則、電
気抵抗の接続を確認し、理解する。電
気を身近なエネルギーとしてとらえ、
日常の生活に関連付けて考察する力を
養う。化石燃料以外のエネルギーを理
解し、よりよい利用方法について考察
し、表現する力を養う。

【知識・技能】
様々な物理現象とエネルギーの利用を日常生活や
社会と関連付けながら，波，熱，電気，エネル
ギーとその利用，物理学が拓く世界を理解してい
るとともに，それらの観測，実験などに関する技
能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
様々な物理現象とエネルギーの利用について、観
測，実験などを通して探求し，波，熱，電気，エ
ネルギーとその利用における規則性や関係性を見
出し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な物理現象とエネルギーの利用に主体的に関
わり，見通しを持って振り返ったりするなど，科
学的に探求しようとしている。

〇 〇 〇



年間授業計画　新様式

東京都立世田谷泉 高等学校 　令和７年度  教科： 科目：
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象年次・講座： 年次 ① ② ③ ④

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 生物
理科 生物 4

3・4

自然の事物・現象について、理科の見方・考え方を働かせながら観察、実験などを行い、科学的な思考力、判断力、表現力等を育成する。

自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

生物

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生物［東京書籍］

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象に関する知識および、それらを科学的に探究するために必要な観察、実験の技能を身に付けさせる。

関谷祥子

　生物学の基本的な概念や原理・法則を理解している
とともに、科学的に探究するために必要な観察、実験
などに関する操作や記録などの基本的な技能を身に付
けている。

　生物や生物現象から問題を見いだし、見通しを
もって観察、実験などを行い、得られた結果を分析
して解釈し、表現するなど、科学的に探究してい
る。

　生物や生物現象に主体的に関わり、見通しをもっ
たり振り返ったりするなど、科学的に探究しようと
している。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【指導項目】
１節　遺伝的変異
２節　多様な遺伝的変異をもたらす有
性生殖
３節　進化の定義と自然選択による進
化
４節　遺伝子レベルでみる進化
５節　種分化

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・理解】
　生物の進化について，遺伝子の変化と進化のし
くみの基本的な概念や原理・法則などを理解して
いるとともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　生物の進化について，観察，実験などを通して
探究し，遺伝子の変化と進化のしくみについての
特徴を見いだして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　遺伝子の変化と進化のしくみに主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科
学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 12

配当
時数

前
期

１編１章　生命の起源と細胞の進化
【知識及び技能】
　生物の進化について，生命の起源と細
胞の進化のことを理解するとともに，そ
れらの観察，実験などに関する技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物の進化について，観察，実験など
を通して探究し，生命の起源と細胞の進
化についての特徴を見いだして表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　生命の起源と細胞の進化に関する事
物・現象に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度と，生命を尊重し，
自然環境の保全に寄与する態度を養う。

【指導項目】
１節　共通性と多様性をつなぐ進化
２節　生命の誕生
３節　生物の多様性と地球環境の変化

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・理解】
　生物の進化について，生命の起源と細胞の進化
の基本的な概念や原理・法則などを理解している
とともに，科学的に探究するために必要な観察，
実験などに関する基本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　生物の進化について，観察，実験などを通して
探究し，生命の起源と細胞の進化についての特徴
を見いだして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　生命の起源と細胞の進化に主体的に関わり，見
通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に
探究しようとしている。

○ ○ ○ 10

１編２章　遺伝子の変化と進化のしくみ
【知識及び技能】
　生物の進化について，遺伝子の変化と
進化のしくみのことを理解するととも
に，それらの観察，実験などに関する技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物の進化について，観察，実験など
を通して探究し，遺伝子の変化と進化の
しくみについての特徴を見いだして表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
遺伝子の変化と進化のしくみに関する事
物・現象に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度と，生命を尊重し，
自然環境の保全に寄与する態度を養う。

10

２編１章　細胞と物質
【知識及び技能】
　生命現象と物質について，細胞と分子
のことを理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　生命現象と物質について，観察，実験
などを通して探究し，細胞と分子につい
ての特徴を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　細胞と分子に関する事物・現象に主体
的に関わり，科学的に探究しようとする
態度と，生命を尊重し，自然環境の保全
に寄与する態度を養う。

【指導項目】
１節　細胞を構成する成分
２節　生体膜のはたらき
３節　細胞の構造
４節　タンパク質の構造
５節　酵素としてはたらくタンパク質
６節　生命現象とタンパク質

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・理解】
　生命現象と物質について，細胞と分子の基本的
な概念や原理・法則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験な
どに関する基本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。
【思考・判断・表現】
　生命現象と物質について，観察，実験などを通
して探究し，細胞と分子についての特徴を見いだ
して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　細胞と分子に主体的に関わり，見通しをもった
り振り返ったりするなど，科学的に探究しようと
している。

○ ○ ○ 12

１編３章　生物の系統と進化
【知識及び技能】
　生物の進化について，生物の系統と進
化のことを理解するとともに，それらの
観察，実験などに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物の進化について，観察，実験など
を通して探究し，生物の系統と進化につ
いての特徴を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物の系統と進化に関する事物・現象
に主体的に関わり，科学的に探究しよう
とする態度と，生命を尊重し，自然環境
の保全に寄与する態度を養う。

【指導項目】
１節　生物の系統
２節　生物の系統分類
３節　霊長類のなかのヒト
４節　人類の出現と変遷

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・理解】
　生物の進化について，生物の系統と進化の基本
的な概念や原理・法則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験な
どに関する基本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。
【思考・判断・表現】
　生物の進化について，観察，実験などを通して
探究し，生物の系統と進化についての特徴を見い
だして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　生物の系統と進化に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究し
ようとしている。

○ ○ ○

２編２章　代謝とエネルギー
【知識及び技能】
　生命現象と物質について，代謝のこと

【指導項目】
１節　代謝とエネルギー
２節　呼吸

【知識・理解】
　生命現象と物質について，代謝の基本的な概念
や原理・法則などを理解しているとともに，科学



10

３編１章　遺伝情報とその発現
【知識及び技能】
　遺伝情報の発現と発生について，遺伝
情報とその発現のことを理解するととも
に，それらの観察，実験などに関する技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　遺伝情報の発現と発生について，観
察，実験などを通して探究し，遺伝情報
とその発現についての特徴を見いだして
表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　遺伝情報とその発現に関する事物・現
象に主体的に関わり，科学的に探究しよ
うとする態度と，生命を尊重し，自然環
境の保全に寄与する態度を養う。

【指導項目】
１節　DNAの構造
２節　DNAの複製
３節　遺伝情報の流れ
４節　RNAと転写
５節　翻訳のしくみ
６節　遺伝情報の変化

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・理解】
　遺伝情報の発現と発生について，遺伝情報とそ
の発現の基本的な概念や原理・法則などを理解し
ているとともに，科学的に探究するために必要な
観察，実験などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　遺伝情報の発現と発生について，観察，実験な
どを通して探究し，遺伝情報とその発現について
の特徴を見いだして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　遺伝情報とその発現に主体的に関わり，見通し
をもったり振り返ったりするなど，科学的に探究
しようとしている。

○ ○ ○ 12

　生命現象と物質について，代謝のこと
を理解するとともに，それらの観察，実
験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　生命現象と物質について，観察，実験
などを通して探究し，代謝についての特
徴を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　代謝に関する事物・現象に主体的に関
わり，科学的に探究しようとする態度
と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄
与する態度を養う。

２節　呼吸
３節　発酵
４節　光合成

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

や原理・法則などを理解しているとともに，科学
的に探究するために必要な観察，実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な技能を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
　生命現象と物質について，観察，実験などを通
して探究し，代謝についての特徴を見いだして表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　代謝に主体的に関わり，見通しをもったり振り
返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。

○ ○ ○

12

３編３章　遺伝子を扱う技術
【知識及び技能】
　遺伝情報の発現と発生について，遺伝
子を扱う技術のことを理解するととも
に，それらの観察，実験などに関する技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　遺伝情報の発現と発生について，観
察，実験などを通して探究し，遺伝子を
扱う技術についての特徴を見いだして表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　遺伝子を扱う技術に関する事物・現象
に主体的に関わり，科学的に探究しよう
とする態度と，生命を尊重し，自然環境
の保全に寄与する態度を養う。

【指導項目】
１節　遺伝子を増幅する技術
２節　塩基配列を解読する技術
３節　遺伝子組換え技術の利用
４節　遺伝子や細胞を扱う技術の課題

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・理解】
　遺伝情報の発現と発生について，遺伝子を扱う
技術の基本的な概念や原理・法則などを理解して
いるとともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　遺伝情報の発現と発生について，観察，実験な
どを通して探究し，遺伝子を扱う技術についての
特徴を見いだして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　遺伝子を扱う技術に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究し
ようとしている。

○ ○ ○ 10

３編２章　発生と遺伝子発現
【知識及び技能】
　遺伝情報の発現と発生について，発生
と遺伝子発現のことを理解するととも
に，それらの観察，実験などに関する技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　遺伝情報の発現と発生について，観
察，実験などを通して探究し，発生と遺
伝子発現についての特徴を見いだして表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　発生と遺伝子発現に関する事物・現象
に主体的に関わり，科学的に探究しよう
とする態度と，生命を尊重し，自然環境
の保全に寄与する態度を養う。

【指導項目】
１節　原核生物の遺伝子発現の調節
２節　真核生物の遺伝子発現の調節
３節　選択的遺伝子発現と細胞分化
４節　動物の発生
５節　胚の細胞の発生運命と遺伝子発
現
６節　発生現象と遺伝子発現の調節
７節　動物の形と調節遺伝子の発現

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・理解】
　遺伝情報の発現と発生について，発生と遺伝子
発現の基本的な概念や原理・法則などを理解して
いるとともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　遺伝情報の発現と発生について，観察，実験な
どを通して探究し，発生と遺伝子発現についての
特徴を見いだして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　発生と遺伝子発現に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究し
ようとしている。

○ ○ ○

４編１章　動物の刺激の受容と反応
【知識及び技能】
　刺激の受容と反応について，動物の反
応を理解するとともに，それらの観察，
実験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　刺激の受容と反応について，観察，実
験などを通して探究し，環境変化に対す
る生物の応答の特徴を見いだして表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　刺激の受容と反応に関する事物・現象
に主体的に関わり，科学的に探究しよう
とする態度と，生命を尊重し，自然環境
の保全に寄与する態度を養う。

【指導項目】
１節　刺激の受容から反応への流れ
２節　ニューロンの興奮
３節　興奮の伝導
４節　興奮の伝達
５節　刺激の受容と感覚
６節　中枢神経系での情報処理
７節　効果器

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・理解】
　刺激の受容と反応について，動物の反応の基本
的な概念や原理・法則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験な
どに関する基本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。
【思考・判断・表現】
　刺激の受容と反応について，観察，実験などを
通して探究し，環境変化に対する生物の応答の特
徴を見いだして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　刺激の受容と反応に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究し
ようとしている。

○ ○ ○ 15

４編２章　動物の行動
【知識及び技能】
　動物の行動ついて，神経系の働きと行
動との関係を理解するとともに，それら
の観察，実験などに関する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　動物の行動ついて，観察，実験などを
通して探究し，神経系の働きと行動との
関係を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　動物の行動に関する事物・現象に主体
的に関わり，科学的に探究しようとする
態度と，生命を尊重し，自然環境の保全
に寄与する態度を養う。

【指導項目】
１節　動物の行動とは
２節　刺激の受容と行動
３節　学習のしくみ

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・理解】
　動物の行動ついて，神経系の働きと行動との関
係の基本的な概念や原理・法則などを理解してい
るとともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　動物の行動ついて，観察，実験などを通して探
究し，環境変化に対する生物の応答の特徴を見い
だして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　動物の行動に主体的に関わり，見通しをもった
り振り返ったりするなど，科学的に探究しようと
している。

○ ○ ○ 10



後
期

４編３章　植物の環境応答
【知識及び技能】
　植物の環境応答について，植物の成長
や反応に植物ホルモンが関わることを見
いだして理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　植物の環境応答について，観察，実験
などを通して探究し，神経系の働きと行
動との関係を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　植物の環境応答に関する事物・現象に
主体的に関わり，科学的に探究しようと
する態度と，生命を尊重し，自然環境の
保全に寄与する態度を養う。

【指導項目】
１節　被子植物の生殖と発生
２節　植物の一生の出来事と環境の影
響
３節　植物ホルモンと光受容体
４節　環境要因による発芽の調節
５節　茎や根の成長と環境要因の影響
６節　気孔の開閉の調節と環境要因の
影響
７節　花芽形成と環境要因の影響
８節　果実の形成と成熟のしくみ
９節　器官の老化と脱落のしくみ

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・理解】
　植物の環境応答ついて，神経系の働きと行動と
の関係の基本的な概念や原理・法則などを理解し
ているとともに，科学的に探するために必要な観
察，実験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　植物の環境応答ついて，観察，実験などを通し
て探究し，環境変化に対する生物の応答の特徴を
見いだして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　植物の環境応答に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究し
ようとしている。

○ ○ ○ 15

５編１章　個体群と生物群
【知識及び技能】
　生態と環境について，個体群と生物群
集のことを理解するとともに，それらの
観察，実験などに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　生態と環境について，観察，実験など
を通して探究し，生態系における生物間
の関係及び生物と環境との関係性を見い
だして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生態と環境に関する事物・現象に主体
的に関わり，科学的に探究しようとする
態度と，生命を尊重し，自然環境の保全
に寄与する態度を養う。

【指導項目】
１節　生態系からみた生物
２節　個体群と環境
３節　個体群の構造と成長
４節　個体間の相互作用
５節　種間の相互作用
６節　生物群集の成り立ちと多種の共
存

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・理解】
　生態と環境について，個体群と生物群集の基本
的な概念や原理・法則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験な
どに関する基本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。
【思考・判断・表現】
　生態と環境について，観察，実験などを通して
探究し，個体群と生物群集についての特徴を見い
だして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　個体群と生物群集の理解に主体的に関わり，見
通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に
探究しようとしている。

○ ○ ○ 10

合計

156

10

５編３章　生態系と人間生活
【知識及び技能】
　生態と環境について，生態系と人間生
活のことを理解するとともに，それらの
観察，実験などに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　生態系と人間生活に関する資料にもと
づいて，人間生活が生態系に及ぼす影響
を見いだして理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生態系と人間生活に関する事物・現象
に主体的に関わり，科学的に探究しよう
とする態度と，生命を尊重し，自然環境
の保全に寄与する態度を養う。

【指導項目】
１節　生物多様性
２節　人間社会の変化と生態系
３節　生態系の復元
４節　人間は自然とどう向き合って
いったらよいか

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・理解】
　生態と環境について，生態系と人間生活の基本
的な概念や原理・法則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験な
どに関する基本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。
【思考・判断・表現】
　生態系と人間生活に関する資料にもとづいて，
人間生活が生態系に及ぼす影響を見いだして表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　生態系と人間生活に主体的に関わり，人間生活
の在り方について考え，見通しをもったり振り
返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 8

５編２章　生態系の物質生産と物質循環
【知識及び技能】
　生態と環境について，生態系の物質生
産と物質循環のことを理解するととも
に，それらの観察，実験などに関する技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　生態系の物質生産と物質循環に関する
資料にもとづいて，生態系における物質
生産及びエネルギーの移動と生態系での
物質循環とを関連づけて理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　生態系の物質生産と物質循環に関する
事物・現象に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度と，生命を尊重
し，自然環境の保全に寄与する態度を養
う。

【指導項目】
１節　食物網と物質生産
２節　生態系の物質収支と生態ピラ
ミッド

【教材】
・教科書，授業プリント，ワーク，一
人１台端末を適宜活用する。
・観察や実験のための教材や実験器具
を適宜活用する。

【知識・理解】
　生態と環境について，生態系の物質生産と物質
循環の基本的な概念や原理・法則などを理解して
いるとともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　生態系の物質生産と物質循環に関する資料にも
とづいて，生態系における物質生産及びエネル
ギーの移動と生態系での物質循環とを関連づけて
理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　生態系の物質生産と物質循環に主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科
学的に探究しようとしている。

○ ○ ○



年間授業計画　新様式

東京都立世田谷泉 高等学校 　令和７年度  教科： 科目：
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象年次・講座： 年次 ①

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３～４

理科 化学演習
理科 化学演習 2

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象に関する知識および、それらを科学的に探究するために必要な観察、実験の技能を身に付けさせる。

①北山　凌

新編　化学基礎　（数研出版）

理科

自然の事物・現象について、理科の見方・考え方を働かせながら観察、実験などを行い、科学的な思考力、判断力、表現力等を育成する。

自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

化学演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

物質とその変化について理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する基本的
な技能を身に付けるようにする。

物質とその変化について、理科の見方・考え方を働
かせながら観察、実験などを行い、科学的な思考
力、判断力、表現力等を育成する。

物質とその変化について進んで関わり、科学的に探
究しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

10

配当
時数

前
期

【第１編第１章】物質の構成

【知識及び技能】
　物質の構成やその成分及び熱運動につ
いて理解し、それらを調べる実験の技能
を習得する。
【思考力、判断力、表現力】
物質の構成やその成分及び熱運動につい
て観察、実験などを通して探究し、判断
し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
物質の構成やその成分及び熱運動につい
て主体的にかかわり、課題を解決しよう
とする態度を養う。

混合物と純物質

物質とその成分

物質の三態と熱運動

【知識・技能】
　物質の構成やその成分および熱運動について理
解している。
【思考・判断・表現】
　物質の構成やその成分および熱運動について観
察、実験などを通して探究し、判断し、表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物質の構成やその成分および熱運動について主
体的にかかわり、課題を解決しようとしている。

〇 〇 〇 6

【第１編第２章】物質の構成粒子

【知識及び技能】
　物質を構成する粒子の構造について理
解し、それらを調べる実験の技能を習得
する。
【思考力、判断力、表現力】
　物質を構成する粒子の構造について観
察、実験などを通して探究し、物質の構
成粒子と性質の関係を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質を構成する粒子の構造に主体的に
かかわり、課題を解決しようとする態度
を養う。

原子とその構造

イオン

元素の周期表

【知識・技能】
　物質を構成する粒子の構造について理解し、そ
れらを調べる実験の技能を習得している。
【思考・判断・表現】
　物質の構成粒子について観察、実験などを通し
て探究し、物質の構成粒子と性質の関係を表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物質を構成する粒子の構造に主体的にかかわ
り、課題を解決しようとしている。

〇 〇 〇

10

【第２編第１章】物質量と化学反応式

【知識及び技能】
　物質の質量と、物質を構成する粒子の
質量や数との関係や、気体の体積との関
係を理解する。
【思考力、判断力、表現力】
　物質の質量と、物質を構成する粒子の
質量や数との関係や、気体の体積との関
係を観察・実験を通して探究し、表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質の質量と、物質を構成する粒子の
質量や数との関係や、気体の体積との関
係を理解しようとする態度を養う。

原子量・分子量・式量

物質量

溶液の濃度

化学反応式と物質量

【知識・技能】
　物質の質量と、物質を構成する粒子の質量や数
との関係や、気体の体積との関係を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　物質の質量と、物質を構成する粒子の質量や数
との関係や、気体の体積との関係を観察・実験を
通して探究し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物質の質量と、物質を構成する粒子の質量や数
との関係や、気体の体積との関係を理解しようと
している。

〇 〇 〇 10

【第１編第３章】粒子の結合

【知識及び技能】
　粒子の結合について理解し、それらを
調べる実験の技能を習得する。
【思考力、判断力、表現力】
　粒子の結合について観察、実験などを
通して探究し、化学結合と物質の性質の
関係を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　粒子の結合に主体的にかかわり、課題
を解決しようとする態度を養う。

イオン結合とイオンからなる物質

分子と共有結合

共有結合の結晶

金属結合と金属

【知識・技能】
　粒子の結合について理解し、それらを調べる実
験の技能を習得している。
【思考・判断・表現】
　粒子の結合について観察、実験などを通して探
究し、化学結合と物質の性質の関係を表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　粒子の結合に主体的にかかわり、課題を解決し
ようとしている。

〇 〇 〇

【第２編第２章】酸と塩基の反応

【知識及び技能】
　酸・塩基の定義や、pHの表し方、中和
反応やその量的関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力】
　酸・塩基の定義や、pHの表し方、中和
反応やその量的関係を、観察・実験を通

酸・塩基

水の電離と水溶液のpH

中和反応と塩

中和滴定

【知識・技能】
　酸・塩基の定義や、pHの表し方、中和反応やそ
の量的関係を理解している。
【思考・判断・表現】
　酸・塩基の定義や、pHの表し方、中和反応やそ
の量的関係を、観察・実験を通して考察し、表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】 〇 〇 20〇



後
期

反応やその量的関係を、観察・実験を通
して考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　酸・塩基の定義や、pHの表し方、中和
反応やその量的関係を理解しようとして
いる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　酸・塩基の定義や、pHの表し方、中和反応やそ
の量的関係を理解しようとしている。

【第２編第３章】酸化還元反応

【知識及び技能】
　酸化還元反応の定義や、酸化剤・還元
剤および酸化還元反応の利用について理
解する。
【思考力、判断力、表現力】
　酸化還元反応の定義や、酸化剤・還元
剤および酸化還元反応の利用について、
観察・実験を通して理解し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　酸化還元反応の定義や、酸化剤・還元
剤および酸化還元反応の利用を理解しよ
うとする態度を養う。

酸化と還元

酸化剤と還元剤

金属の酸化還元反応

酸化還元反応の利用

【知識・技能】
　酸化還元反応の定義や、酸化剤・還元剤および
酸化還元反応の利用について理解している。
【思考・判断・表現】
　酸化還元反応の定義や、酸化剤・還元剤および
酸化還元反応の利用について、観察・実験を通し
て理解し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
酸化還元反応の定義や、酸化剤・還元剤および酸
化還元反応の利用を理解しようとしている。

〇 〇

合計

78

〇 22



年間授業計画　新様式

東京都立世田谷泉 高等学校 　令和７年度  教科： 科目：
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象年次・講座： 年次 ① ② ③ ④

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 物理演習
理科 物理演習 2

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察・実験に関する技能を身に着ける。

①戸田　寛之 ② ③ ④

新編　物理基礎（数研出版）

理科

観察・実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

物理演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら、物体の運動と
様々なエネルギーについて理解するとともに、科学的
に探究するために必要な観察、実験などに関する基本
的な技術を身に着けようとする。また、物理現象を数
学的に処理する能力を身に着ける

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養
う。

物体の運動と様々なエネルギーに主体的にかかわ
り、科学的に探究しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

10

配当
時数

前
期

第３編　波
第１章　波の性質
１　波と媒質の運動　２　重ね合わせの
原理
第２章
１　音の性質　２　発音体の振動と共
振・共鳴
【知識・技能】
・波の発生原理や基本事項を理解してい
る。
・日常生活での体験を通して，音の波と
しての性質を理解している。
・うなりについて，音の干渉の知識を用
いて定量的に扱うことができる。
【思考・判断・表現】
・波の基本事項について説明できる。
・音の特徴づける3つの要素について説明
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・波や音に関する身近な問いかけについ
て，自分の考えを述べることができる。
・身近な波動現象や音の現象に興味をも
ち，基本事項について理解しようとして
いる。

演示実験と作図を多く取り入れ、理解
の定着を図る。単振動の知識に関連付
けて波の伝わり方について理解する。
重ね合わせの原理の知識の定着を図
る。また、その知識に関連付けて定常
波、反射波、合成波を理解し、正しく
作図をし、波を表現する力を養う。演
示実験、生徒実験を取り入れ、楽器や
スピーカーなど身近な道具や音波現象
に関連付けて理解させる。

【知識・技能】
波動現象を日常生活や社会と関連付けながら，運
動方程式を理解しているとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
波動現象について，観察，実験などを通して探求
し，物体の運動における規則性や関係性を見出
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
波動現象に主体的に関わり，見通しを持って振り
返るなど，科学的に探求しようとしている。

〇 〇 〇 13

第１編　第１章　運動の表し方
【知識・技能】
・物体の速さの式や加速度の定義、正負
を理解している。
・平均の速度や加速度の求め方を理解す
る。
【思考・判断・表現】
・等速直線運動や等加速度直線運動する
物体の運動のようすについて説明でき
る。
・動く観測者から見た場合の，観測者と
同一直線上を動く物体の運動のようすを
説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・日常の運動から，速さ，時間，進む距
離についての関係に興味をもち，速さと
速度の違いや、加速度、相対速度の意味
や使い方を理解しようとしている。
・重力加速度の大きさを測定する実験に
主体的に取り組んでいる。

〇

基本的な計算を通して、単位や式の扱
い方を身に着ける。落下運動の実験を
通じて、測定方法やデータの処理の仕
方、有効数字の取り扱いを身に着けさ
せる。

【知識・技能】物体の運動を日常生活や社会と関
連付けながら，運動の表し方を理解しているとと
もに，それらの観察，実験などに関する技能を身
に付けている。
【思考・判断・表現】
物体の運動について，観察，実験などを通して探
求し，運動の表し方における規則性や関係性を見
出し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
物体の運動に主体的に関わり，見通しを持って振
り返るなど，科学的に探求しようとしている。

〇 〇 〇

15

第１編　第３章　仕事とエネルギー
【知識・技能】
・仕事，仕事率を計算して求めることが
できる。
・物体に対して力がはたらいていても，
仕事が0のときもあり，それがどのような
ときであるかを理解している。
【思考・判断・表現】

仕事の概念をしっかりと理解させ、数
値として処理する能力を養う。仕事率
の意味を理解し、日常生活での道具を
使った仕事等に関連付け考察する力を
養う。エネルギーの概念を仕事と関連
付けて理解させる。各エネルギーの関
連について考察し、エネルギーの変換
と保存について理解させる。

【知識・技能】
物体の運動と力の関係を日常生活や社会と関連付
けながら，運動方程式を理解しているとともに，
それらの観察，実験などに関する技能を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
物体の運動と力の関係について，観察，実験など
を通して探求し，物体の運動における規則性や関

第１編　第２章　運動の法則
【知識・技能】
・重力，垂直抗力，摩擦力，糸が引く
力，弾性力について，理解している。
・さまざまな運動をしている物体につい
て，運動方程式を立てて考えることがで
きる。
【思考・判断・表現】
・慣性の法則，運動方程式が理解でき，
問題解決にあたって式の運用が正しくで
きる。
・運動方程式を用いて，物体の運動を考
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・物体の運動状態は，受ける力とどのよ
うな関係にあるかについて興味・関心を
もち，理解しようとしている。

力の概念を習得し、力を取り扱う上で
の基本事項を身に着けさせる。慣性は
見かけの上の力であることを理解させ
るとともに、扱い方を整理させる。ま
た、力と加速度の関係を式を使って、
表せるようにする。

【知識・技能】
物体の運動と力の関係を日常生活や社会と関連付
けながら，運動方程式を理解しているとともに，
それらの観察，実験などに関する技能を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
物体の運動と力の関係について，観察，実験など
を通して探求し，物体の運動における規則性や関
係性を見出し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
物体の運動と力の関係に主体的に関わり，見通し
を持って振り返るなど，科学的に探求しようとし
ている。

〇 〇



10

後
期

【思考・判断・表現】
・運動エネルギーや位置エネルギーがど
のようなものかを理解し，説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・運動している物体は，どのようなエネ
ルギーをもっているかについて興味をも
ち，考えようとしている。
・運動エネルギーと位置エネルギーの関
係について興味を持ち、考えようとして
いる。

と保存について理解させる。 を通して探求し，物体の運動における規則性や関
係性を見出し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
物体の運動と力の関係に主体的に関わり，見通し
を持って振り返るなど，科学的に探求しようとし
ている。

〇 〇 〇 15

第２編　熱
第１章　熱とエネルギー
１　熱と物質の状態　２　熱と仕事
【知識・技能】
・温度，熱運動，熱量，比熱，熱容量な
どが正しく理解されている。
【思考・判断・表現】
・比熱の大きさから，物質の温まりやす
さを類推できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ものの温まりやすさなど，熱にかかわ
る現象について興味関心をもち，理解し
ようとしている。

熱の基本的概念を、物質の熱運動と関
連付け理解する。また、物質の熱運動
に関連付けて、熱の持つ特性を考察す
る力を養う。熱エネルギーと仕事の関
係を理解させる。

【知識・技能】
熱や仕事を日常生活や社会と関連付けながら，運
動方程式を理解しているとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
熱や仕事について，観察，実験などを通して探求
し，物体の運動における規則性や関係性を見出
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
熱や仕事に主体的に関わり，見通しを持って振り
返るなど，科学的に探求しようとしている。

〇 〇 〇

15

合計

78

第４編　電気
第１章　物質と電気抵抗　第２章　磁場
と交流
第５編　物理学と社会　第１章　エネル
ギーの利用
【知識・技能】
・電流と電圧の基礎について理解してい
る。
・オームの法則，抵抗の接続，抵抗率の
基礎について理解している。
【思考・判断・表現】
・電気回路における，接続ごとの電流，
電圧の大きさについて適切に理解してお
り，説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・電気回路の抵抗の接続のしかたを変え
たとき，抵抗に加わる電圧と流れる電流
の値がどのようなるかについて，主体的
に考えることができる。

生徒実験を通して、オームの法則、電
気抵抗の接続を確認し、理解する。電
気を身近なエネルギーとしてとらえ、
日常の生活に関連付けて考察する力を
養う。化石燃料以外のエネルギーを理
解し、よりよい利用方法について考察
し、表現する力を養う。

【知識・技能】
様々な物理現象とエネルギーの利用を日常生活や
社会と関連付けながら，波，熱，電気，エネル
ギーとその利用，物理学が拓く世界を理解してい
るとともに，それらの観測，実験などに関する技
能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
様々な物理現象とエネルギーの利用について、観
測，実験などを通して探求し，波，熱，電気，エ
ネルギーとその利用における規則性や関係性を見
出し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な物理現象とエネルギーの利用に主体的に関
わり，見通しを持って振り返ったりするなど，科
学的に探求しようとしている。

〇 〇 〇


